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研究成果の概要（和文）：本研究は、インドネシアのガムラン音楽文化を事例に、音楽・舞踊・楽器をリンクさ
せた教員養成における実践的な教育プログラムの開発を目指したものである。具体的には、国内外のガムラン専
門家と協働して、①ガムラン音楽および舞踊や衣装の着付けの体験学習、②楽器学を応用した楽器のメンテナン
ス実習とそのドキュメンテーション、③古典曲と現代曲による「動態」としてのガムラン音楽文化のレクチャ
ー・デモンストレーションを実施し、検証した。その結果、音楽･舞踊・楽器をリンクさせることで、文化的･社
会的背景を踏まえて「音楽文化を身体で学び教える学習」が深められることが明らかとなり、大きな成果があっ
た。

研究成果の概要（英文）：  This study attempted to integrate music, dance, and musical instruments 
into a practical teacher training program that would also serve as a case study of Indonesia’s 
gamelan music culture. The following methods were adopted and verified in cooperation with gamelan 
specialists both domestically and overseas, specifically ① the practical learning of playing 
gamelan, dancing and wearing costumes, ② maintaining musical instruments by applying organology and
 documenting the process, and ③ exploring gamelan music culture through lectures on and 
performances of classical  and contemporary works.
  The results of this program show that linking music learning with dance and musical instruments 
provided a socio-cultural context that allowed learners to experience music culture in a way that 
also increases their bodily knowledge, leading to improved learning results and deepened 
understanding. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）多文化音楽教育とガムラン研究 
情報や人が行き交う「文化の越境」が日常

化した今、移民問題を抱える欧米各国を中心
に多文化音楽教育が推進されてきたが、その
萌芽となった考え方に民族音楽学者 M.フッ
ドらが 1950 年代に提唱したバイミュジカリ
ティがある。西洋音楽に加えて獲得すべきも
う一つの音楽性の例として日本の雅楽やイ
ンドネシアのガムランが選ばれ、UCLA におい
て実習が開始された。この波はその後欧米各
国や日本に広がったが、数あるアジアの伝統
音楽の中でも最も広く普及したのが、インド
ネシアのガムランである。 
ガムランは、ゴング類や鍵盤打楽器類を中

心とする合奏音楽で、主な地域様式に中部ジ
ャワ、スンダ（西ジャワ）、バリの３つがあ
る。独特の音楽構造を持ちながらも、打楽器
ゆえに親しみ易いガムランは、異文化理解に
最適の体験教材として普及した。またインド
ネシアや欧米・日本等で、古典のみならず、
ガムランの新作も数多く生まれており、今や
ガムランは「グローカルな音楽文化」として
新しい展開を繰り広げつつある。 
 
（２）日本におけるガムランの受容と研究の
経緯 
日本でも、民族音楽学者の小泉文夫が 1970

年代に東京藝術大学にガムランを導入して
以来、大学を中心に普及し、今日では民間の
演奏団体やガムラン教室もでき、東京、大阪
を中心に多彩な活動を展開している。しかし、
楽器のメンテナンスや演奏団体の後継者育
成等が新たな課題ともなっている。 
研究代表者は 1982 年以来、主にスンダ（西

ジャワ）のガムラン・ドゥグンと古典歌曲ト
ゥンバン・スンダを音楽教育と民族音楽学の
分野から研究してきた。こうした研究を踏ま
え、教員養成の場でもガムランの教材開発を
進めるために、2009 年に科研の助成により岩
手大学にガムラン・ドゥグンの楽器を導入し
た（課題番号 20830006）。その後、様々な授
業での活用をはじめ、小・中学校での鑑賞教
室や大学公開講座でのワークショップ等を
学生と共に実施し、教育実践の場を広げてい
る。 
 

（３）日本の音楽科教育における「音楽文化」
の重要性と事例としてのガムランの意義 
現行の中学・高校の音楽科学習指導要領に

は、今までにも増して「我が国の伝統文化」
および「諸外国の音楽」の重要性が強調され、
「音楽文化の理解」が新たに目標に掲げられ
た。暮らしの中の音楽のあり方や音楽と舞踊
との融合など、文化的・社会的・歴史的背景
を踏まえた伝統音楽指導の一層の充実がう
たわれている。また小学校を中心に「身体表
現」も重要視されてきている。こうした情勢
を反映し、小中高の教科書で「世界の音楽」
も紹介されているが、そのほとんどは鑑賞教

材に留まっており、表現教材化は立ち後れて
いる。また、大学の教員養成でも和楽器の実
習は必修化されたが、「諸外国の音楽」の実
習は極端に実践例も少なく、教育プログラム
の開発が強く望まれる。 
 

２．研究の目的 
本研究は、インドネシアのガムラン音楽文

化を事例に、音楽・舞踊・楽器をリンクさせ
た教員養成における実践的な教育プログラ
ムの開発を行うことを目的とする。具体的に
は、日本人およびインドネシア人のガムラン
専門家や舞踊家と協働して、体験学習やその
成果発表としての実習等を行い、それらの教
育的意義を、以下の４つの視点から明らかに
し、その上で「音楽文化を身体で学び教える
学習」の教育プログラムとして提示する。 
１）音楽と舞踊の融合した音楽文化の体験学
習とその文化的・社会的・歴史的背景（コン
テクスト）の理解 
２）楽器学を応用したメンテナンスと持続的
な楽器管理のスキルの獲得 
３）「動態」としての音楽文化への視座：古
典と現代曲によるコンサートより 
４）国内外の人的交流による多文化理解 
 
３．研究の方法 
（１）文献等による基礎研究とインドネシア
での事前調査、本調査及び事後調査 
 
（２）日本在住のインドネシア舞踊家をゲス
ト・ティーチャーとする音楽と舞踊をリンク
させた体験型の実習授業やワークショップ
の試行と教育プログラムの開発 
 
（３）インドネシアよりガムラン専門家を招
聘しての演奏と楽器メンテナンスの実習や
ドキュメンテーション、およびその成果発表
としての研究会やレクチャー・デモンストレ
ーションの実施と評価 
 
（４）パラグナ・グループ（東京のガムラン
演奏団体）を招聘してのレクチャー・デモン
ストレーションの実施と評価 
 
（５）研究の総括と教育プログラム案の提示 
 
４．研究成果 
本研究では、調査地等について若干計画変

更した部分もあったが、研究協力者の村上圭
子氏（ガムラン演奏家、NPO 法人日本ガムラ
ン音楽振興会代表）、阿部･アユ・イスカンダ
ル氏（インドネシア舞踊家、盛岡市在住）の
協力により、概ね計画通りに研究を進めるこ
とができ、以下の成果が得られた。 
 
（１）音楽文化における音楽と舞踊のリンク
および表現教材の開発 
研究協力者の阿部･アユ・イスカンダル氏

と協働して、初心者用のインドネシア舞踊お



よび衣装着付けのワークショップ・プログラ
ムを開発し、教員養成の授業においても試行
した。近年、体育科でダンスが必修化された
が、このプログラムは、「音楽」と「体育」
そして「総合」とのリンクも見据えた体験型
の新しい表現教材の開発として評価できる。 
 
（２）楽器のメンテナンス実習とドキュメン
テーション 
ガムラン楽器作りの専門家として平成 28

年にヘディ･リスディアナ・リスコンダ氏を､
平成 29 年にリスコンダ氏とヤナ・マルヤナ
氏を招聘し、ガムラン楽器の調律法やメンテ
ナンスについて実技と理論の両方から学び、
ドキュメンテーションも行った。ガムラン楽
器の中でも、特にこぶ付きゴングの調律方法
については、今までに十分な研究がなされて
おらず、今回のメンテナンス実習とその記録
は、学術的にも非常に貴重なものと評価でき
る。 
また、学校現場では楽器のメンテナンスの

知識や技能は必須であるにも関わらず、これ
までの教員養成では見落とされてきた。その
意味でも、本研究は、楽器学の視点や方法論
を教員養成に取り入れるための先駆的な事
例と言える。 
 
（３）音楽･舞踊・楽器をリンクさせた教育
プログラムの開発 
 平成 28年と 29年に、岩手大学教育学部教
員養成課程の学生を対象とするレクチャ
ー・デモンストレーション「インドネシアの
音楽文化と教育」を実施した。 
平成 28 年は「ガムランと舞踊を中心に」

をテーマに、ヘディ･リスディアナ・リスコ
ンダ氏による楽器メンテナンス法やガムラ
ン伴奏の人形劇ワヤン・ゴレックを紹介する
と共に、阿部・アユ・イスカンダル氏による
インドネシア舞踊の鑑賞とワークショップ
を実施した。合わせて、岩手大学教育学部音
楽教育科の学生による竹楽器アンクルンの
演奏や西ジャワの学校でよく歌われている
スンダの合唱曲の演奏も行い、これまでのイ
ンドネシアの音楽文化の学習成果を発表・検
証する場ともなった。 
平成 29年度は「伝統と現代」をテーマに、

リスコンダ氏とヤナ・マルヤナ氏を講師に迎
え、パラグナ・グループとの共演による古典
と現代曲の生演奏により、伝統を土台としつ
つ時代に即した変容を遂げつつあるガムラ
ンの「グローカルな音楽文化」の現状を提示
した。 
音楽･舞踊･楽器をリンクさせたこの教育

プログラムは、文化的・社会的・歴史的背景
（コンテクスト）を含めて「音楽文化を身体
で学び教える学習」を深めるものであり、実
施後の学生を対象としたアンケートからも、
その有効性が明らかとなった。 
 
（４）今後の課題 

ガムラン楽器のメンテナンスについては、
得られた情報や資料が膨大であり、今後それ
らの整理・分析を重ね、ドキュメンテーショ
ンとしてまとめることが課題である。また、
今回試行・提示した教育プログラムの検証や
持続的な改善と共に、ガムラン音楽文化を表
現教材化するための映像教材の開発も、今後
の課題である。 
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